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DNA 修飾金ナノ粒子集合体の構造変換 
 

 金属ナノ粒子の集合体は、孤立粒子やバルク材料とは異なる光学特性や電磁気特性を示す

ため、機能材料への応用が期待されている。簡便かつ精密にナノ粒子集合体をつくるには、

DNA の二重鎖形成の利用が有効である。本研究では、当研究室で見出された DNA 修飾ナノ

粒子のコロイド化学的性質を利用して、ナノ粒子集積体の構造を変換することを試みている。

 そのコロイド特性を図 1 にまとめる。一本鎖

DNA で覆われたナノ粒子は、DNA が粒子間に静

電反発と立体反発をもたらすため、高塩濃度下で

も安定に分散する。ところが、相補鎖を加えて粒

子表面の DNA を二重鎖にすると、粒子は直ちに

自発的に凝集する（非架橋凝集）。この非架橋凝

集は DNA の末端構造に強く依存する点に特徴が

あり、DNA 層の最表面に一塩基ミスマッチ[1]ま

たは一塩基突出[2]があると、粒子は極めて安定に

分散する。末端塩基対間に生じる疎水性相互作用

と van der Waals 相互作用（スタッキング相互作

用）による引力と、末端ミスマッチ塩基のミクロブラウン運動に由来する斥力によってコロ

イド安定性が決まると考えられる。架橋凝集と非架橋凝集を比べると、凝集体が熱力学的に

安定なのは架橋型であり、凝集の迅速性と可逆性は非架橋型の方が優れている[3]。そこで

我々は、架橋反応でナノ粒子集合体の基本骨格を組み立て、非架橋反応でその構造を変換す

る戦略を立てた。これまでに、DNA 修飾金ナノ

粒子 3 量体の非架橋凝集による収縮が、透過型電

子顕微鏡（TEM）で観察されている[4]。本発表

では、この系を拡張して数百個の粒子からなる線

形集合体（図 2）に非架橋凝集を誘起した結果に

ついて議論したい。 
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図 2 DNA 修飾ナノ粒子集合体の模式図 

図 1 DNA 修飾ナノ粒子のコロイド安定性


